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患者 499 例中，男 208例，女 291 例であった。年齢分布は男では 10才がピークで以下漸減し，女では，













結膜嚢へ抗IgE 抗体を点眼し，即時型アレルギーを誘発しその前後の涙液内 c-AMP ， c-GMPの推移
を検討した。抗IgE 抗体点眼lにとより涙液 C 一AMP は上昇傾向を示しし，点眼後の増減および
の上昇する割合lに乙おいて健常例との間iに乙有意差を認めた。 C 一GMP も同様iにと，点眼後の増減ならびに上
昇する症例の割合で 健常例に比し有意に上昇していた。
⑤ ß-stimulant 点眼による誘発反応
ß-stimulant としてisoproterenol 塩酸塩注射液 (0.2mg /m1) を点眼し，その前後の涙液 c-AMP，
















抗IgE 抗体点眼lとより涙液 c-AMP， c-GMP は上昇傾向を示し，結膜アレノレギーにおいて，これら
2 種の cyclic -nucleotides がアレノレギ一反応に深くかかわっていることが示唆された。
ﾟ -stimulant ，乙対する結膜の反応性は低下しておりアレルギー性結膜炎における ß-receptor の機
能低下の可能性が考えられた。





明らかiとするとともに，抗IgE 抗体の点眼に対する涙液中 cyclic nucleotide の動態を検討した結果，涙
液中c-AMP ， c-GMP が共に上昇する傾向を認めている。また， ß--stimulantの点眼に対する結膜の
反応性を検討した結果，結膜の ß-recepter の機能低下を示唆する結果を得ている。 さらに結膜に対す
るヒスタミン点眼試験では， ヒスタミンに対する結膜の過敏性が存在することを証明している。
本研究は，これらの誘発反応で観察された現象が本症の発症機序ならびに病態の一端となっていること
を示した点で意義のあるものと考える。
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